平成２８年度　第７回河原地域振興会議
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日　時　　平成２９年２月２２日（水）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　工場見学　午後１時３０分～
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　会　議　　午後４時００分～

会　場　河原町総合支所第６会議室
〔出席委員〕

竹田　賢一、小谷　加代子、竹内　和義、楮原　典子、倉信　敬、竹内　文彦、

坂本　悦子、河毛　寛、安木　均、奥谷　仁美、安養寺　幸男　以上１１名（敬称略）
〔欠席委員〕

渡邉　初子（敬称略）
〔事務局〕

窪田支所長、西尾副支所長、長谷産業建設課長、西山市民福祉課長、

寸村水道局河原営業所所長、前田地域振興課課長補佐

会議次第
１　開　会　
２　会長あいさつ
３　協議事項
（１）三滝林間施設について【資料１】
（２）観光パンフレットについて【別紙】

５　その他
（１）買い物福祉サービス支援事業について
６　閉　　会

工場見学　１３：３０～
企業立地支援課　霜村主幹、河原拠点振興センター　浅田参与同行

○布袋工業団地（株）ササヤマの担当者より説明を受けたのち工場内を見学。
布袋と古海とアメリカに工場があり、布袋が本社で社員の９０％以上の職員が働いている。

大量生産でなく受注生産で金型を製造。
トヨタのプリウス、ホンダのＮボックス、スバルのインプレッサにはこの工場で生産した金型の部品がたくさん使われている。
○山手工業団地（株）イナテックの担当者より説明を受けたのち工場内を見学。

『あいさつがしっかりできる』を仕事の基本としている。
オートマチックトランスミッションの部品を製造。
２０２０年までに１００名程度の雇用を計画。
現在６１名を採用、内３９名が研修を終了し鳥取工場（山手）に勤務。

○委員の感想では、２社ともとてもすばらしい優秀な企業である。
議事概要
○三滝林間施設について【資料1】に基づき説明
委員１　現在の指定管理者はコーヒーの提供のみとのことだが、指定管理の中には具体的なことを盛り込んでいないのか。
事務局　基本協定を締結しているが、具体的な指示項目はなく、施設の維持管理と三滝のＰＲ事業を自主的に実施する、という項目です。
委員１　つり橋、歩道、井戸の修理にはいくらかかるのか。
事務局　金額は不明。
委員２　目に見える部分だけを4,000万、5,000万かけて修理しても、事故が起きない保証がない。
委員２　三滝への入場を早く止めないと、今のままで放置しておいて事故があったら市の責任になる。修理するまでは、早急に立入禁止の看板を出さないと大変なことになる。
事務局　階段の修繕費の数字は算出できるが、山の斜面から石が落ちてくるような状況に工事でどこまで対応できるかということは判断できません。安全を最優先にしないといけないと考えます。
委員３　町外からの問い合わせや魅力を感じる人が多いと聞いている。どこまで整備をするのか、出来ないからと止めるのは地元としては捨てがたい。
委員２　地元から地域の人が自分たちで守らなければならないと声をあげるならば良いが、誰かがするとか、誰かにしてもらえたらという発想では通用しない。
事務局　三滝をすべて止めるのではなく、休養施設のみをシャワークライミングの拠点とすることも考えられるし、どこまで手を入れるかをこれから決める必要がある状況です。

委員１　いなば西郷むらづくり協議会で練って、知恵を貸していただきたい。
委員１　指定管理の項目の中に具体的なことを盛り込んだ契約にしてほしい。
事務局　いろいろな条件をつけると、指定管理の受託者が見つかりません。指定管理料のことだけではなく、周辺施設の管理等もあるため、その辺のことも考える必要があります。
○観光パンフレットについて【別紙】に基づき説明
委員２　布袋の工業団地を入れてはどうか。

「清流茶屋かわはら」から旧道に観光客を誘導する努力が必要である。
事務局　次のパンフレットには、布袋の工業団地も入れる予定です。

委員４　河原町の紹介を小さくして、「工芸の郷」などのキーワードの説明を入れてはどうか。
○その他

　情報提供：買い物福祉サービス支援事業について説明。
　閉　　会　　１７時１５分
－1－

